Drsjapicrulemakerの使用法

Drsjapicrulemaker.exe は、財団法人日本医薬情報センター(JAPIC)が販売している「医薬品添付文書関連データベース」(添付文書ＤＢ)を利用して、ＤＲＳにおける、薬剤入力時のリアルタイムの適応病名チェック、レセプト提出前のバッチモードでの適応病名チェック用のルールを作成するプログラムです。

JAPICの添付文書ＤＢを購入すれば、ＤＲＳのカルテに薬剤を入力した時点で、適応病名が無い場合、リアルタイム(0.2秒程度)で警告を、薬剤、適応病名をともに表示できるようになるので、適応病名の入力漏れがカルテ入力時にわかり、請求漏れをカルテ入力時点で防止することができます。

また別売（後述）のデータを購入すれば、適応病名チェックに加え、薬剤の添付文書ベースでの禁忌病名チェックも可能になります。
この機能を利用するためには

１）ＪＡＰＩＣから添付文書ＤＢを購入しダウンロードする。

２）drsjapicrulemaker.exe による添付文書DBからのルール作成

が必要です。以下で説明します。
１）　ＪＡＰＩＣより添付文書ＤＢを購入しダウンロードする。
１－１)　添付文書DBの購入

添付文書ＤＢは、複数のデータから成りますが、必要なデータとそうでないデータが存在します。下記Ａ,Bのチェック目的に応じて、必要なデータのみ購入ください（どのチェックを行うにせよ「医療用添付文書データ」は必須です）。　

A　適応病名チェックに必要なデータ

「医療用添付文書データ」　http://www.japic.or.jp/service/iyaku/database1.html
「医薬品と対応病名データ」　http://www.japic.or.jp/service/iyaku/database2.html
B　禁忌病名チェックに必要なデータ

「医療用添付文書データ」　http://www.japic.or.jp/service/iyaku/database1.html
「禁忌データ」　http://www.japic.or.jp/service/iyaku/kinki.html
１－２)　添付文書DBのダウンロード（データは毎月更新されます）

（1-2-0）　あらかじめダウンロード先フォルダとして c:\drs\japic を作成しておいてください(以下drs がc ドライブにインストールされている場合。なおダウンロード先フォルダは、後述のdrs.iniの設定で変更可能です変更した場合ダウンロードはそこに行ってください）　

（1-2-1）　JAPICの添付文書DBの下記ダウンロードサイトにアクセスし、JAPICより通知されたID、パスワードを入力する（図１）

https://japicgpod.japic.or.jp
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（図１）　

（1-2-2）　下記画面の左下のローカルPCのフォルダ一覧から(1-2-0)で作成した c:\drs\japic を選択してください。また左上のサーバー上のフォルダ「BYOUMEI」を選択してください。選択後、「ダウンロード」ボタンを押してください（図２）画面右上に表示されている「BYOUMEI」フォルダ内の全ファイルがフォルダ毎、c:\drs\japic\byoumei にダウンロードされます
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（図２）

以上で添付文書DBのダウンロードは終わりです。

添付文書ＤＢのご購入とダウンロードサイトに関するお問い合わせは、ＪＡＰＩＣの下記連絡先に行ってください。
事務局 業務・渉外担当

gyoumu@japic.or.jp

〒 150-0002　東京都渋谷区渋谷2-12-15 長井記念館 3F

TEL: 03-5466-1812　(月曜から金曜日の9:00-17:30)　
FAX: 03-5466-1814

ＵＲＬ:http://www.japic.or.jp/
２）drsjapicrulemaker.exe による添付文書DBからのルール作成とチェック方法
２－１)  c:\drs\win3\drsjapicrulemaker.exe を起動する（初回のみ）

初回下記メッセージ（図３）が表示されるので「はい」を押してください。
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（図３）

「はい」を押すと、drs.ini に下記２つのキーが[nb1]セクションに追加されます。

[nb1]

JapicDataRoot=\drs\japic\byoumei

JapicRuleFile=\drs\japic\rule\drsjapicrule.mdb
;JapicDataRoot は１でダウンロードしたJAPICのDBの場所です。

;JapicRuleFile は本プログラムの起動により自動作成されるDRSカルテチェックルール用ファイルのパスです。

いずれものキーも下記例の様に、ネットワーク上の任意の共有フォルダに変更し、複数DRSクライアント間で共有することが可能です。ただし、その場合は、１でダウンロードする場所を、JapicDataRoot の指定するパスに変更してください。JapicRuleFile のパスを変更する場合は、パスが指定するフォルダ（上記では、\drs\japic\rule\）に存在するdrsjapicrule* (*は任意の文字) で始まる全てのファイルを変更先のフォルダにコピーすればいままで作成されたルールを再利用できます。

例) ネットワーク上の任意の共有フォルダに指定する場合
[nb1]
JapicDataRoot=\\PC３\c\JAPIC\byoumei

JapicRuleFile=\\PC３\c\JAPIC\drsjapicrulemaker.mdb
続けて下記メッセージ（図4）（図5）が表示されるので「OK」を押してください。
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（図4）
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（図5）

このメッセージに「OK」を押し、c:\drs\win3\drsjapicrulemaker.exeを再度起動してください。
２－２）　ルールの自動作成　

１でダウンロードした添付文書ＤＢから自動でDRSカルテチェックルールを作成します。作成中はWindows のタスクトレイに、drsjapicrulemaker.exe のアイコン（黄色と赤）が表示しつづけます。（図6）
チェックルールの作成が終了するとアイコンは消えます（初回ダウンロード時は１５分程度時間がかかります。次回以降の月は１０分以内には終了します。）
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（図6）
２－３）　JAPICデータから作成したチェックルールによるリアルタイムチェック

薬剤入力時の自動チェックを行うためには、カルテプログラムの「自動カルテチェック」のメニューにチェックを設定しておいてください（図7）

[image: image7]（図7）
カルテから薬剤を投与すると、ルールに引っかかった場合（薬剤の適応病名が存在しない場合など）警告メッセージがポップします。Drsjapicrulemaker.exe で作成されたチェックルールにはチェックの内容に応じて必ず、　【JAPIC適応病名】 【JAPIC禁忌病名】 というような表記があります。

チェックルールは小マスタに存在する薬剤に対して作成されます。全件マスタから、小マスタに薬剤が追加された場合はdrsjapicrulemaker.exe を２）の様に手動で起動しなくても、追加された薬剤用のルールが自動で作成されます。

２－４）　JAPICデータから作成したチェックルールによるバッチチェック

レセプト作成提出前にJAPICデータから作成したチェックルールで、指定した期間でのチェックを行うことができます。メニュー「ドクターソフト」→「ﾊﾞｯﾁ版ｶﾙﾃﾁｪｯｸ32ﾋﾞｯﾄ」プログラムを起動し、「JAPIC添付文書関連データ(日本医薬品情報センター)のﾙｰﾙを使用する」にチェックをしてください（図8）
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（図８）

以上

ActiveX(IE only を選択)





① c:\drs\japic を選択する





② ｢BYOUMEI｣フォルダを選択する





③ 「ダウンロードボタン」を押す
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